
距離 時間

0.21㎞ 2分

①氷川鍬神社

JR上尾駅スタート

0.50㎞ 5分

1.56㎞ 18分

②遍　照　院

③東町会館

★時間は、歩いたときの目安の所要時間です
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今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
中
山
道

や
鎌
倉
街
道
な
ど
、
古
く
か
ら
あ
る
街
道

沿
い
に
発
展
し
た
上
尾
・
上
平
地
区
を
巡

ろ
う
。

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
の
東
口
を
出
る
と
、
高
崎

線
と
並
行
し
て
南
北
に
走
っ
て
い
る
旧
中

山
道
が
あ
る
。
中
山
道
は
江
戸
時
代
、
幕

府
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
五
街
道
の
一
つ

で
、
江
戸
・
日
本
橋（
東
京
都
中
央
区
）か

ら
現
在
の
埼
玉
、
群
馬
、
長
野
、
岐
阜
、

滋
賀
の
各
県
を
経
由
し
て
、
京
都
・
三
条

大
橋（
京
都
市
）へ
と
続
い
て
い
る
。
上
尾

宿
は
板
橋
・
蕨
・
浦
和
・
大
宮
に
続
く
江

戸
か
ら
５
番
目
の
宿
場
で
、
江
戸
時
代
末

期
の
天
保
１４（
１
８
４
３
）年
に
は
、
大
名

と
そ
の
一
行
が
宿
泊
す
る
本
陣
が
１
軒
と

は
た
ご

脇
本
陣
が
３
軒
、
庶
民
向
け
の
旅
籠
が
４１

軒
存
在
し
た
。
上
尾
宿
は
幾
度
も
火
災
に

見
舞
わ
れ
、
ま
た
戦
後
大
き
く
開
発
も
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
宿
場
町
当
時

よ

の
物
は
多
く
は
な
い
が
、
火
災
除
け
の
た

し
ょ
う

き

め
屋
根
の
上
に
置
か
れ
た
鍾
馗
像
や
、
江

く
わ
だ
い

戸
時
代
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
鍬
太

じ
ん
ぐ
う

へ
ん
じ
ょ
う
い
ん

神
宮（
現
・
氷
川
鍬
神
社
）や
遍
照
院
な
ど

に
、
宿
場
町
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。「

氷
川
鍬
神
社
」①
内
に
は
、
市
指
定
文

あ
げ
お
ご
う
じ
け
ん
ど
う
あ
と

化
財
の
史
跡「
上
尾
郷
二
賢
堂
跡
」が
あ

る
。「
二
賢
堂
」の
名
称
は
、
江
戸
幕
府
の

し
ゅ
し

中
で
主
流
で
あ
っ
た
朱
子
学（
儒
学
の
一

学
派
）の
祖
で
あ
る
朱
子
と
、「
学
問
の
神

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

様
」と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
に
ち
な

や
ま
ざ
き

ん
だ
も
の
で
、こ
こ
に
は
、上
尾
宿
の
山
崎

ぶ
へ
い
じ
せ
き
も

武
平
治
碩
茂
が
天
明
８（
１
７
８
８
）年
に

し
ゅ
う
せ
い
ぎ
じ
ゅ
く

有
志
と
共
に
開
い
た「
聚
正
義
塾
」と
呼
ば

れ
る
、
主
に
成
人
を
対
象
と
し
た
教
育
施

設
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
境
内
に
あ
る
元
禄

ち
ょ
う
ず

８（
１
６
９
５
）年
の
紀
年
銘
が
あ
る
手
水

ば
ち鉢
に
は
、「
上
尾
町
」と
い
う
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
内
に
現
存
す
る

石
造
物
の
中
で
、「
上
尾
」と
刻
ま
れ
た
最

も
古
い
用
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

碩
茂
は
氷
川
鍬
神
社
の
北
隣
で
旅
籠
を

営
ん
だ
山
崎
家
の
４
代
目
に
当
た
り
、「
遍

照
院
」②
の
一
角
に
墓
所
が
あ
る
。
こ
の

墓
は「
山
崎
武
平
治
碩
茂
の
墓
」と
し
て
市

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
の

側
面
に
は「
名
月
や
ひ
と
つ
に
帰
る
人
心
」

と
辞
世
の
句
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
俳
人
と

し
て
の
活
躍
も
今
に
伝
え
て
い
る
。

上
尾
宿
の
旧
跡
を
後
に
し
て
、
国
道
１７

あ
ず
ま
ち
ょ
う

号
に
出
て
南
へ
向
か
う
と
、「
東
町
会
館
」

③
に
着
く
。
東
町
会
館
に
隣
接
し
て
、
市

指
定
天
然
記
念
物
の「
む
く
の
木
」が
そ
び

え
て
い
る
。
高
さ
は
約
２０
㍍
、
幹
周
り
は

約
５
㍍
あ
り
、
樹
齢
は
約
５００
年
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

次
号
で
は
、「
む
く
の
木
」を
起
点
と
し

て
、
東
側
へ
と
続
く
形
で
残
さ
れ
て
い
る

こ
ど
う

「
鎌
倉
街
道
」と
呼
ば
れ
る
古
道
を
進
ん
で

い
こ
う
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

今
に
伝
わ
る
祈
り
の
文
化

荒
川
周
辺
に
花
開
い
た
文
化

人
と
文
化
が
繋
い
だ
町

街
道
に
刻
ま
れ
た
歴
史

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

～文化遺産を訪ねて歩こう!!～
昨年４月号からことし３月号までの上尾歴史散歩は、『あげお歴史探検

マップ』をもとに、市内の文化遺産を訪ね歩く市内の散策コースを紹介
します。１～３月は、上尾・上平地区周辺のコースを巡ります。

中
山
道
と
上
尾
宿
の
旧
跡

現在の氷川鍬神社
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